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昨年度高校に入学してきた高校1年生から新学習指導要領が適用となっており、その中には「倫理」や「ホームルーム活動」を中心とした道徳教育の全体計画を作成するという内容が盛り込まれています。この改定の背景の一つに昨今のいじめ問題があったかと思われますが、倫理の学習指導要領では、「いじめ」という生徒だけでなく大人にとってもきわめて差し迫った、身近な人と人との係わり合いの質に関わる倫理的問題を、具体的にどの単元でどのように学習内容と結び付けて扱うべきか明確に記述されてはいません。
しかし、マスコミの報道によっていじめによる自殺やいじめに関わる法整備、学校と警察との連携強化、いじめ問題を扱うドラマなどが世間の関心を集めることが多い今ほど、この問題に対する教師や学校の在り方が問われている時代は無いのではないかと思います。　
　私はここ数年、とりわけ「いじめ」によって傷つけられた生徒たちの痛切な想いに正面から向き合い、「倫理」を担当する教員として一歩踏み込んだ取り組みが出来ないか考えてきました。そこで、今回は高校「倫理」の中で扱ったいじめを正当化する理屈について考えるという授業実践をご紹介します。

この授業実践のねらいは、世間で人々が何となく使っている理屈についてどう思うかと問いを投げかけることで、高校生に自分たちの頭でよく考えてみると、実は公然といじめを正当化できる理屈など成立しないことに自ら気付き知ってもらうこと、そして微力ではあるかもしれませんが、いじめの予防に繋げたいという点にあります。
これらの問いを生徒に投げかけると、一部教師による導きも入るものの、どのクラスにおいても一定の方向へ話が収束していきます。

（１）「いじめられる側にも原因がある。だから、いじめはあっても仕方がない」
この理屈についてあなたはどう思いますか?

（２）「遊びとしての［いじり］は、それをされて喜ぶ相手か
傷つく相手か人を見てやっている。だから、いじめに
なることを心配する必要はない。」
この理屈についてあなたはどう思いますか?

（３） 「いじめは今までもあったし、これからも無くならないと思う。だから、いじめについて議論すること自体、無駄・無意味である。」
この理屈についてあなたはどう思いますか?

上の３つの問いは、私が教員になってから、生徒の口からだけでなく一部の大人からも聞いてきたいじめを容認または正当化してしまうような理屈です。
一般論として語られる「～である。だから…」という原因としての事実判断に結果としての価値判断を結び付けた表現には、全ての人が同じ場合に同じ扱いを受けるべきであるという公平の理念が示されることになるため、特に教師には慎重さが求められると考えてきました。しかし、現実には（１）～（３）のように、そもそも論理性や必然性が見出されず、さらに公然とは言えない、つまり、全ての人が同じ場合に同じ扱いを受けるべきであるという前提で堂々とは言えないような理屈が、いじめをしたり許容する理由となっている場合が少なくありません。
子供の世界の問題は現状の大人社会の問題を映し出している面があるという認識に立って、特にいじめという問題をめぐって、これからの時代を生きていく子供たちに何をどのように伝えることが適切なのか、高校「倫理」という時間ではどうなのかといった点について参加者の方から忌憚のないご意見をいただき、今後に生かしていければと考えています。
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